















































Sota Teacher Attitude Inventory I略称 MT A 1) があるが，ここでは教師の行動目録のーっと
して， 1978年に全米理科教師協会 (NationalScience Teacher Association)から出版された「裁々の
学校における理科の生徒と教師の相互作用J (Science Student/Teacher Interactions in OurSchool) 
についてみたい。
このモジュールは INS T AJ によって出版された理科教師のための「自己評価」の手引の中の
ものであり，モジュール全体は 4つの部分に別れている。それは以下のようである。
(1) our Schools Science Curriculum 
(2) Our S.chools Science Teachers 
(3) Science Student / Teacher Interaction in Our School (本稿でとりあげるモジュール)





ノfー ト Aとパート Bの二部でなり立っていて， A は20 項目、 Bは40項目で構成されている。



















































委員も又教師の教育行動の評価を行う o J とあり教師














































































































































































うなことは教師の自己評価には重要な事柄である。 16 J:ti t~1 の「教師は生徒がその教育課税の日除
を1てたり.自分遠の作業をたH1l1iしたりするのを援助しかつはげますo J とか26項目のように「教





は生徒の自発性をひき l-l¥1- ことはむずかしし、 J受業を ~t:.従中心のものにするためには教育課松の 1~1J
に生itの:立見を反映させていくことカfよりよいと忠、われる。 iヨヰ又においては. ~ti，止の考えを ïj当:t主に
教育課程にとり入れるということは現状では陶芸jtであろうがこの考え方は参考にしたい。
以上の 7つの分担に当てはまらない項目がある 2JI 1生徒はf皮らのクラスに1iすが起こっているの
か， h~つま!はMなのか，どのような終局.あるいはゴールなのかをよく理f詳していなけれは、ならないり

























































0代表 永 岡 }I& r教師jの力量形成と研究システムの改善にi完する実証的弱f究J (Il併[!5 6・57 
年度科学研究費補助金・研究成果報告書 1s;fl 5 8年 4月)
。/ト I~~j 弘道「若い教出Iiにおける力量形成の独自性に1M]するi)f究J (筑波大学教育学系論集 7巻昭
和 58ij:::3J1)
。小島 弘道「若い教師の力量的傾向と特性一力量の自己診断の分析をとおして一」
(日本教育経常学会紀要 第 22号 !昭和 55年6月)
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